
24No.138(2017.8)

No.83

※この広報紙は再生紙と植物油を使用しています。
※この広報紙は奥州市のホームページでもご覧いただけます。【本紙１部の印刷費用は約32円です。】

鳴
石
神
社
は
音
石
権
現
社
と
も
呼
ば
れ
、

県
道
沿
い
の
音
石
神
社
か
ら
、
北
に
５
０
０

俊
ほ
ど
の
山
中
に
あ
る
。
神
社
内
に
は
男
石
、

お

い
し

女
石
、
枕
石
、
座
頭
石
、
獅
子
石
の
五
つ
の

め

い
し

名
石
が
あ
り
、
小
石
で
打
つ
と
金
属
音
を
発

し
て
鳴
る
こ
と
か
ら
「
鳴
石
」
の
名
が
つ
い

た
と
い
う
。

周
辺
の
「
軽
石
」
と
い
う
地
名
も
、
こ
の

石
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
由
来
と
安
永
風
土
記

で
は
伝
え
る
。
か
つ
て
、
こ
の
地
を
訪
れ
た

佐
藤
秀
衡
が
、
庭
園
の
石
に
し
よ
う
と
男
石

を
運
ば
せ
た
が
１
０
０
俊
ほ
ど
で
動
か
な
く

な
り
、
女
石
や
枕
石
を
慕
っ
て
鳴
り
出
し
た

の
で
放
置
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
か
現
れ

た
貞
春
と
い
う
座
頭
が
石
を
軽
々
と
運
ん
で

元
の
場
所
に
戻
し
た
た
め
に
、
こ
の
地
を
軽

石
村
と
名
付
け
た
と
い
う
の
だ
。

名
石
五
つ
に
跡
附
石
、
枇
杷
箱
石
を
加
え

七
つ
石
と
称
し
た
と
も
い
う
が
、
周
辺
の
整

備
に
伴
い
四
つ
は
姿
を
消
し
た
。
今
は
男
石
、

女
石
、
枕
石
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

＝
江
刺
区
広
瀬
字
七
日
市
＝

鳴
石
神
社

な
る

い
し

男石、枕石の２つは市の指定文化財であり、保

護のため石で打つことは禁じられている （右

図）陰男石。延文６年（1361年）銘「阿弥陀三

尊種子石塔婆」。高さ273㎝、幅137㎝ 隠枕石。

「金剛界大日如来種子石塔婆」。高さ97㎝、幅

35㎝ 韻女石

陰陰 隠隠

※
※
原
文
ま
ま
。
平
泉
の
藤
原
秀
衡
と
す
る
説
有

韻韻
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